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仏
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
紹
介 

 

情
報
デ
ザ
イ
ン
特
別
講
義 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
特
別 

部
長
が
、
百
八
十
人
の
受
講
者

を
前
に
「
世
界
陶
芸
の
い
ま
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

大
樋
学
部
長
は
「
日
本
は
陶 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
の
公
開
講
座
は
六
月
二
十
七

日
、
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
大
樋
長
左
衛
門
学 

 
講演する大樋学部長 

芸
天
国
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、

ま
だ
世
界
に
雄
飛
し
た
と
は
い

え
な
い
」
と
指
摘
し
、「
一
対
一

で
対
決
す
る
姿
勢
が
な
い
と
だ

め
。
安
易
に
ボ
デ
ィ
を
作
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
強
調
し
ま
し

た
。
自
作
を
含
め
国
内
外
の
作

品
百
九
十
三
点
を
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
し
ま
し
た
。 

陶
芸
は
一
対
一
の
対
決 

 

大
樋
学
部
長
が
公
開
講
座 

あきらめない根性と資金を 

 
▲事業を始める心構えを学んだセミナー＝講堂 

起
業
の
意
欲
と
心
構
え
学
ぶ 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー 

２５０
人
受
講 

学
生
に
起
業
家
精
神
の
芽
を
育
て
る
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
金
沢

学
院
大
学
」
は
三
十
日
、
四
号
館
講
堂
で
開
か
れ
、
経
営
情
報
学
部
の
約
二
百
五
十

人
が
起
業
の
ヒ
ン
ト
と
心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
講
師
の
若
手
経
営
者
は
「
あ

き
ら
め
な
い
根
性
と
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
金
を
」「
客
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
思
い

が
大
切
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

ク
リ
エ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

運
営
会
社
「
ロ
フ
ト
ワ
ー
ク
」
の

創
業
者
・
取
締
役
の
林
千
晶
氏
、

ソ
フ
ト
受
託
開
発
「
サ
イ
バ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
代
表
取
締
役
の
福

永
泰
男
氏
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

「
Ｃ
―
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
」
取
締
役
Ｃ
Ｔ

Ｏ
の
不
破
守
康
氏
の
三
人
が
基
調

講
演
で
、
創
業
の
き
っ
か
け
や
苦

労
話
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

林
氏
は
、
米
国
で
通
信
社
に
勤 

て
い
た
時
に
い
ろ
い
ろ
な
起
業

家
を
取
材
し
て
触
発
さ
れ
た
こ

と
、
福
永
氏
は
人
と
の
出
会
い

や
信
念
を
曲
げ
な
い
こ
と
の
重

要
性
、
不
破
氏
は
一
人
で
で
き

な
い
こ
と
で
も
人
を
集
め
た
ら

可
能
に
な
る
こ
と
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。 

 

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
根
本
博

学
長
補
佐
が
司
会
を
務
め
、
講

師
三
人
の
人
間
像
や
経
営
理
念

を
引
き
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
不
破
氏
は
、
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主

催
者
で
あ
る
石
川
県
産
業
創
出

支
援
機
構
の
サ
ポ
ー
ト
で
様
々

な
企
業
と
出
合
え
た
こ
と
、
福

永
氏
は
受
託
で
シ
ス
テ
ム
を
組

み
七
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
情
報
サ
イ
ト
「
こ
み
み
」

の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。 

 

文
学
部
公
開
講
座
日
程 

 

▽
７
月
25
日
午
後
１
時
半 

（
金
沢
市
西
町
教
育
研
修
館
） 

林
暁
光
教
授
、
中
西
茂
行
教
授 

▽
８
月
８
日
午
後
２
時
10
分

（
新
潟
東
急
イ
ン
）
木
梨
由
利

教
授
▽
９
月
５
日
午
後
１
時

（
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
）
山
下
久

夫
教
授 

 

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
文
学
部
兼
宮
室
、

０
７
６



（
２
２
９
）
８
８
７
４
へ
。 

お
金
に
ま
つ
わ
る
作
品
を
考
察 

 
 
 
 

文

学

部 

公
開
講
座 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
公

開
講
座
は
六
月
二
十
七
日
、
金

沢
市
西
町
教
育
研
修
館
で
開
か

れ
、
水
洞
幸
夫
助
教
授
、
蔀
際

子
助
教
授
＝
写
真
＝
が
「
お
金

を
め
ぐ
る
想
像
力
」
の
統
一
テ

ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。 

 

水
洞
助
教
授
は
、
芥
川
龍
之

介
が
関
東
大
震
災
の
前
後
に

「
保
吉
も
の
」
と
い
う
十
作
品

を
書
い
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、「
一
連
の
作
品
の
背
後
に
、

物
と
金
が
大
量
に
流
通
し
始
め

る
大
衆
消
費
社
会
に
、
人
は
ど

う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
と
い 

う
真
摯
な
問
い
が
存
在
す
る
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

蔀
助
教
授
は
、「
大
正
時
代
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
達
と
読

者
の
拡
大
で
小
説
家
の
生
活
が

安
定
し
た
『
文
壇
黄
金
時
代
』

だ
っ
た
」
と
説
明
し
た
上
で
、

原
稿
が
少
な
い
葛
西
善
蔵
と

「
饒
舌
体
」
で
多
く
の
作
品
を

書
い
た
宇
野
浩
二
の
人
柄
や
作

風
を
紹
介
し
、
受
講
者
は
大
正

文
学
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。 

 
 

林 

千
晶
氏 

 
 

福
永
泰
男
氏 

 
 
 

不
破
守
康
氏 

水
洞
、

蔀
助
教
授
講
演 

氏
＝
写
真
＝
が
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
最

新
の
動
向
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

グ
ラ
フ
ィ
ク
ス
作
品
を
上
映
し

ま
し
た
。 

 

受
講
し
た
学
生
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
学
生
が
手
が
け
た
作
品
の

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
や
配
色
、
画

面
構
成
に
見
入
り
ま
し
た
。 

講
義
は
六
月
二

十
八
日
、
四
号

館
講
堂
で
行
わ

れ
、
法
政
大
講

師
の
河
内
隆
幸 


